





























































































リハビリテーション法（Rehabilitation Act of 1973, P.L. 93-
112）に続いて、1975年には全障害児教育法（Education for All 
Handicapped Children Act, P.L. 94-142）が成立した。その中
で特に大切なものが次の５点である。
① 　すべての障害のある子どもに対する「無償で適当な公教
育」（free appropriate public education, FAPE）の保障
② 　 資 格 を 認 定 さ れ た 子 ど も に 対 す る 個 別 教 育 計 画
（Individualized Educational Program; IEP）の策定
③ 　すべての障害のある子どもの可能な限り最大限に「最少制








Family Service Plan, IFSP）が導入された。1990年の修正で
は、「障害者教育法」（Individuals with Disabilities Education 






















（Individuals with Disabilities Education Improvement Act of 
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